
令和４年度京都府公立高等学校入学者選抜前期選抜における共通学力検査の出題について

＜出題方針＞
中学校学習指導要領に基づき、各教科とも中学校で学習する基礎的、基本的な内容に重点を置くと
ともに、知識、技能等を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等が的確に把
握できる出題とする。また出題範囲は、中学校学習指導要領の趣旨に沿い、生徒が学習している各教
科の内容を踏まえた適切なものとなるようにする。

＜特徴＞
基礎・基本の定着、論理的な思考力や判断力・表現力をみる
中学校で学習する基礎的・基本的な内容の定着と、基礎・基本の理解からその発展的問題への思考過程
をみるとともに、生徒が身に付けた様々な知識・技能等を活用して総合的に考え、判断・解決し、表現で
きるかどうかをみる記述式の解答を求める問いを設けた。

＜各教科の特色と傾向＞

【国 語】
１ 大問一及び大問二では、文章に含まれている情報の関係を捉えて文章を正確に理解しているか、
文章の構成や論理の展開を捉えて内容を解釈しているかをみるとともに、理解・解釈した内容を
適切に表現する力をみた。また、言葉の特徴や使い方に関する事項についての問いと、「話すこ
と・聞くこと」に関連する問いを設けた。

〔出典〕 「『正しさ』の理由」ナカニシヤ出版 中村隆文 （神奈川大学教授）
なかむらたかふみ

「映像のフュシス」武蔵野美術大学出版局 三浦均 （武蔵野美術大学教授）
み うらひとし

大問一の本文は、人との関わりの中で感じる「痛み」がどのようなものかということについて
述べた文章であり、大問二の本文は、一人一人が持つ認識の境界について述べた文章である。本
文の内容を的確に理解することで、人間、社会、自然などについての考えを深める契機となるこ
とを期待する。

２ 大問三では、中世の文章を題材とし、内容を読み取る力をみた。また、歴史的仮名遣いなどに
ついて問い、古典を理解する基礎が身に付いているかどうかをみた。

〔出典〕 「十訓抄」（「新編日本古典文学全集」小学館より）
じっきんしょう

鎌倉時代中期の説話集。

本文は、「情け」の大切さについて述べた文章である。本文の内容を読み取ることで、古典に
表れたものの見方や考え方に触れ、古典の世界に親しむ態度が養われていくことを期待する。

【数 学】
１ 数量や図形などについての基礎的・基本的な知識及び技能を習得しているかどうかをみるととも
に、これらを活用して問題を解決するために必要な数学的な思考力、判断力、表現力等をみるよう
に工夫した。また、複数の領域を関連付けた問いや、異なる学年の学習内容を関連付けた問いを設
け、中学校の学習内容を統合的に活用できるかどうかをみた。

２ 二つの正三角形について考察する問題（大問４）については、証明に用いた前提や証明の根拠、
結論を整理するなどして証明を振り返り、新たな性質を見いだす必要がある問いを設け、証明の
根拠を明らかにし、論理的に考察し表現する能力をみた。また、２種類の長いすに関する問題（大
問６）については、数量の関係や法則などを、式を用いて表したり読み取ったりする能力をみる
問いを設け、数学的な思考力、判断力、表現力等を段階的にみることができるように工夫した。

【英 語】
１ 全体を通して、生徒の身近な暮らしに関わる場面についての問題を設け、英語でのコミュニケ
ーション能力の基礎となる知識及び技能を習得しているかどうかをみるとともに、それらを活用
して思考・判断・表現する力が身に付いているかどうかをみた。

２ 絵を見て会話文を完成させる記述式問題（大問１）では、言語の使用場面や働きに留意しなが
ら基本的な語彙や文法などの知識を活用して、状況に合った適切な表現ができるかどうかをみた。

３ 長文問題では、スタイルの異なる２つの文章から出題し、語句や文、文法などに関する知識が
身に付いているかどうかをみるとともに、内容を正しく読み取る力をみた。ランニングイベント
を題材とした問題（大問２）では、必要な情報を整理して読み取る力をみる問いを設けた。イ
チゴ狩りの体験を通して学んだことを題材とした問題（大問３）では、本文全体の論旨を正確に
読み取れているかどうかをみる問いを設けた。

４ リスニング問題では、会話やスピーチなどまとまりのある英語を聞いて概要や要点を適切に聞
き取り、正しく理解し、内容に関する質問に対して適切に応答する力が身に付いているかどうか
をみた。


